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平成 １８ 年１０ ／ １５

１０月１日現在　推計（前月比）
（４９減）７８,３６８人　口

（１２減）
（３７減）

３９,１０４
３９,２６４

　　男
　　女

（２４減）３８,２４７世帯数

　約４０人の会員が、公園等の除草や清掃をはじめ樹木の植栽や簡易
なせん定・整枝、また、公園等の施設が破損や損傷されないように、
利用者に指導・助言などを行っています。
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　公募による市民８人（現在１人欠員）を含めた１３人の委員が、市
の環境の保全等に関する施策を総合的かつ計画的に推進するうえで
必要な事項の調査・審議を行っています。
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　第一小学校全児童の保護者が交代で、町会との連携を図りながら
子どもの見守りと地域の安全を願い、日々パトロールを行っていま
す。
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　障がいを持つ小学生から高校生までの子どもたちに、放課後、工
作や調理など遊びながらともに育つ場の提供を行うとともに、前原
公園に花を植えるなどの地域参加を進めています。
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広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１０ 月 １５ 日　�

狛
江
市
の
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
推

狛
江
市
の
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
推

進
に
関
す
る
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に

進
に
関
す
る
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
の
素
案
を
公
表
し
ま
す

つ
い
て
の
素
案
を
公
表
し
ま
す
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〔
提
案
対
象
〕
狛
江
市
の
市
民
参
加

と
市
民
協
働
の
推
進
に
関
す
る
基
本

条
例
第
５
条
第
１
項
に
適
合
す
る
事

業
が
対
象
で
、
市
が
実
施
し
よ
う
と

し
て
い
る
事
業
に
関
し
て
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
市
民
参

加
の
手
続
き
を
実
施（
予
定
を
含
む
）

し
て
い
る
時
は
、
そ
の
ほ
か
の
市
民

参
加
の
手
続
き
を
提
案
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〔
提
案
者
〕　

歳
以
上
の
市
内
在
住
・

１８

在
学
・
在
勤
の
個
人
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、　

歳
未
満
を
対
象
と
す
る
事

１８

案
は
、　

歳
以
下
の
方
も
提
案
で
き

１８

ま
す
※　

人
以
上
の
賛
同
署
名
が
必

３０

要
で
す
。

〔
審
議
会
の
内
容
〕
狛
江
市
市
民
参

加
と
市
民
協
働
に
関
す
る
審
議
会
に

諮
問
し
て
行
い
ま
す
。
審
議
会
は
公

開
し
ま
す
。

〔
審
議
基
準
〕
提
案
の
内
容
が
条
例

第
５
条
第
１
項
の
市
民
参
加
の
対
象

の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
か
を
審
議

し
ま
す
。

〔
公
表
〕
提
案
内
容
・
審
議
結
果
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

〔
対
象
事
業
〕
市
民
公
益
活
動
団
体

が
市
と
協
働
で
行
う
事
業
を
提
案
す

る
場
合
、
以
下
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
事
業
が
対
象
で
す
▽
市
内
で
行
わ

れ
る
事
業
▽
提
案
を
審
査
し
た
翌
年

度
に
実
施
可
能
な
事
業
▽
地
域
社
会

の
発
展
ま
た
は
地
域
の
課
題
や
社
会

的
課
題
の
解
決
が
期
待
で
き
る
事
業

▽
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
▽
協

働
で
実
施
す
る
こ
と
が
制
度
的
に
可

能
で
あ
り
、
そ
の
役
割
分
担
が
明
確

か
つ
適
切
で
あ
る
事
業
▽
単
年
度
で

完
了
す
る
事
業
。
た
だ
し
、
年
度
ご

と
の
申
請
と
審
査
に
よ
り
連
続
し
て

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

提
案
は
各
年
度
１
団
体
に
つ
き
１

事
業
ま
で
で
す
。

〔
対
象
者
〕
条
例
第　

条
に
基
づ
く

２８

登
録
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体

が
対
象
で
す
。

〔
審
査
〕
狛
江
市
の
市
民
参
加
と
市

民
協
働
に
関
す
る
審
議
会
の
委
員
に

が
提
出
し
た
書
類
と
口
頭
の
説
明
に

よ
り
審
査
し
ま
す
。
審
査
会
で
は
必

要
に
応
じ
て
担
当
部
署
の
意
見
も
聴

取
し
ま
す
。
審
査
会
は
公
開
し
ま
す
。

〔
審
査
後
の
調
整
〕
実
施
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
た
提
案
に
つ
い
て
は
、
提

案
者
と
市
の
担
当
部
署
で
実
施
に
向

け
て
協
議
・
調
整
を
行
い
、
必
要
な

経
費
は
市
の
担
当
部
署
が
次
年
度
の

当
初
予
算
に
お
い
て
予
算
計
上
の
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

※
市
に
費
用
負
担
を
求
め
る
提
案
の

提　案　者

事前に市民公益活動
団体登録を行う募　集　前

協議・調整

問い合わせ期間

募集期間

予　算　化

事業実施

事業実施後

プレゼンテーション・
審　査　会

市民公益活動団体
登録受付

事務局としてプレゼンテー
ション・審査会を運営

内容に関しての問い
合わせ

予算化に向け具体的
な計画の協議・調整

未配分の場合、次年度
以降の協議・調整

採　用 不採用

審査は参加・
協働審査会委員

（３カ月以内）

プレゼンテーションで発表
審査委員から質問に答える

予算未配分 予算配分

問い合わせに対す
る回答

参考人として意見を述べる
審査委員から質問に答える

必要に応じ調整役
として参加

予算化に向け具体的
な計画の協議・調整

事業報告の作成
事業概要の公表

事業報告の
取りまとめ・公表

事業報告の作成
事業概要の公表

事後評価の実施
評価とりまとめ
審議会への報告 事後評価の実施

契約書・協定書等の
取り交わし

契約書・協定書等の
取り交わし

市民協働課より担
当の指名を受ける

書類を提出 書類の受付

事業の実施 事業の実施

不備の訂正 書類チェック

担当課指名

提案事業の予算計上

市民協働課 担　当　課

■市民協働事業提案制度フローチャート（素案）

　　提　案　　　（提案者：在住・在学・在勤の個人）
・提案申請書の提出
・３０人以上の署名名簿を添付

　　窓　口　　　（受付：市民協働課）
・書類のチェック
・担当部署との調整

　　　　　　　　・狛江市市民参加と市民協働に関す
る審議会に諮問（提案受付から４
週間以内）

　　審議会　　　（狛江市市民参加と市民協働に関す
る審議会委員）

　　　　　　　　・審議　（条例第５条第１項の市民参
　　　　　　　　　加の対象の要件に適合しているか）

・審議結果を市長へ答申
 審議結果公表 　（担当部署：提案者・広報・ホーム

ページ）
　　　　　　　　・審議会終了後４週間以内に結果を

提案者に回答
・提案者に回答後公表

　参加手続き　　（担当部署）
・採用　⇒参加の手続き
・不採用

■市民参加提案制度フローチャート（素案）

▼

▼

▼

▼

▼

■条例改正案 よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
審

査
会
で
提
案
の
実
施
が

望
ま
し
い
か
否
か
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

〔
審
査
基
準
〕
▽
事
業

実
施
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
発
展
ま
た
は
地
域

の
課
題
や
社
会
的
課
題

の
解
決
が
期
待
で
き
る

か
▽
提
案
事
業
は
必
要

性
が
高
く
重
要
な
内
容

か
▽
協
働
で
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効

果
が
期
待
で
き
る
か
▽

事
業
内
容
や
実
施
方
法

が
具
体
的
で
、
協
働
の

役
割
分
担
が
明
確
か
つ

妥
当
か
▽
事
業
計
画
お

よ
び
収
支
予
算
に
現
実

性
が
あ
る
か
▽
提
案
者

が
提
案
事
業
を
実
施
す

る
能
力
が
あ
る
か

〔
審
査
方
法
〕
提
案
者

場
合
、
審
査
の
結
果
採
用
さ
れ
た
提

案
で
あ
っ
て
も
、
次
年
度
事
業
予
算

が
担
保
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

別
途
予
算
の
獲
得
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

〔
公
表
〕
提
案
内
容
、
意
見
交
換
会

の
記
録
、
審
査
結
果
、
実
施
後
の
事

業
報
告
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
ま
す
。

　

狛
江
市
の
市
民
参
加
と
市
民
協
働

の
推
進
に
関
す
る
基
本
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
の
素
案
は
、
市
民
協

働
課
窓
口
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
方
お
よ
び
市
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
方

〔
提
出
方
法
〕
住
所
・
氏
名
、
在
学

お
よ
び
在
勤
の
方
は
そ
の
名
称
等
を

記
入
の
う
え
、　

月　

日
�
ま
で
に

１１

１３

窓
口
へ
の
提
出
・
郵
送
・
�
（
３
４

３
０
）
６
８
７
０
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
市
民

協
働
課
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１０

２８

３０

分
〜
４
時

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
内
容
〕
▽
１
部　

市
民
活
動
団
体

か
ら
の
発
表　

▽
２
部　

新
し
い
提

案
制
度
の
解
説
と
意
見
交
換

狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民
協
働
に

関
す
る
審
議
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
市
民
の
声
で　

つ
く
ろ
う
！　

よ
り
よ
い
狛
江
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民
参参参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加加加
提提提提提提提提提提提提提提提提
案案案案案案案案案案案案案案案案
制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののののの
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトト

市
民
参
加
提
案
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民
協協協協協協協協協協協協協協協協
働働働働働働働働働働働働働働働働
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
提提提提提提提提提提提提提提提提
案案案案案案案案案案案案案案案案
制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののののの
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトト

市
民
協
働
事
業
提
案
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

　条例第５条に次の１項を加える。

　市民は、別に定める規定に基づき、市民参加の

手続きをとることについて市長に提案することが

できる。この場合において、市長は本条例第３０条

に規定する狛江市市民参加と市民協働に関する審

議会に諮問し、その結果を公表するとともに必要

と判断された場合には速やかに市民参加の手続き

をとらなければならない。

　条例第２７条に次の１項を加える。

　市民公益活動を行う団体は、別に定める規定に

基づき、市民協働で行う事業について市長に提案

することができる。この場合において、市長は本

条例第３０条に規定する狛江市市民参加と市民協働

に関する審議会に諮問し、その結果を公表すると

ともに実施が望ましいと判断された場合には市民

協働事業として実施するよう事業化に向けて、努

めるものとする。

� �������������������
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９
月　

日
�
に
行
わ
れ
た
東
京

１７

都
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
四
中
学

校
が
「
金
賞
」
を
受
賞
し
、
昨
年

に
続
き　

月　

日
�
に
行
わ
れ
る

１０

２９

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月　

日
�
に
行
わ
れ

１０

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
も
「
銀
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

　
　

三
つ
目
の
ぼ
た
餅

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
三
日
目
に
行

う
祝
い
ご
と
を
、
ミ
ツ
メ
の
祝
い
・

ミ
ツ
メ
な
ど
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ミ
ツ
メ
っ
て
ね
、生
ま
れ
た
子
ど

も
の
初
め
て
の
お
祝
い
で
す
よ
ね
。

昔
は
、
家
で
お
産
し
た
こ
ろ
に
は
、

近
所
の
女
衆
が
寄
っ
て
ね
、
ミ
ツ
メ

の
ぼ
た
餅
っ
て
ね
、
ぼ
た
餅
た
く
さ

ん
つ
く
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
い
で
、

嫁
さ
ん
の
親
元
、
仲
人
さ
ん
、
親
戚
、

そ
れ
か
ら
隣
近
所
な
ど
ク
ミ
ア
イ
に

も
配
っ
た
ん
で
す
。
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
っ
て
い
う
挨
拶
っ
て
い
う
か
、

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ね
」。

　

大
き
な
ぼ
た
餅
を
「
ミ
ツ
メ
の
ぼ

た
餅
の
よ
う
だ
」
と
い
う
な
ど
、
こ

の
日
の
ぼ
た
餅
は
大
き
く
、
そ
れ
を

お
つ
き
あ
い
の
濃
い
薄
い
に
よ
り
、

五
・
七
・
九
・
十
一
・
十
三
個
な
ど

と
半
（
奇
数
）
に
し
て
お
重
（
重
箱
）

で
配
り
ま
す
。
祝
い
ご
と
だ
か
ら
と

小
豆
の
つ
ぶ
あ
ん 
一  
色 
だ
け
で
は
な

ひ
と 
い
ろ

く
、
黄
な
粉
の
も
の
を
い
く
つ
か
入

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ミ
ツ
メ
の
ぼ
た
餅
が
届
い
た
家
で

は
、
半
紙
に
包
ん
で
オ
ヒ
ネ
リ
に
し

た
小
豆
（
ま
め
に
育
つ
よ
う
に
）
と

梅
干
し
、
ま
た
は
シ
ラ
ガ
（
麻
）
を
、

お
重
に
入
れ
て
返
し
ま
す
。
そ
し
て
、

あ
ら
た
め
て
白
米
、
な
ま
ぐ
さ
（
鰹

節
な
ど
）、
着
物
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り
に
応

じ
た
お
祝
い
を
し
ま
す
。
そ
れ
で
、

ミ
ツ
メ
の
ぼ
た
餅
は
、
催
促
ぼ
た
餅

と
よ
ば
れ
て
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
は
、 
初  
子 

は
つ 
ご

ま
た
は
長
男
・
長
女
ま
で
で
、
そ
の

あ
と
の
子
ど
も
の
と
き
に
は
、
親
元

と
濃
い
親
戚
な
ど
、
ご
く
内
輪
だ
け

の
お
祝
い
で
す
ま
せ
ま
す
。

　

家
で
お
産
を
し
た
こ
ろ
に
は
、
サ

ン
ジ
ョ
（
産
所
）
は
多
く
の
場
合
、

ヘ
ヤ
と
か 
納  
戸 
と
か
よ
ぶ
所
で
、
こ

な
ん 
と

こ
に
は「 
産  
神 
様
が
来
さ
れ
て
い
る
」

う
ぶ 
が
み

と
、
昔
の
人
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ミ
ツ
メ
の
ぼ
た
餅
も
「
産
神
様
に
」

と
い
っ
て
、
戸
棚
か
小
机
の
上
、
あ

る
い
は
産
婦
の
枕
元
に
供
え
た
そ
う

で
す
。
生
ま
れ
た
子
が
一
生
食
え
ま

す
よ
う
に
と
、
一
升
ま
す
に
三
個
入

れ
て
供
え
た
と
い
う
家
も
あ
っ
た
と

明
治
生
ま
れ
の
人
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

ミ
ツ
メ
の
ぼ
た
餅
は
、
産
婦
が
食

べ
る
と
乳
の
出
が
よ
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
病
院
出
産
に
な
っ

て
か
ら
も
、
少
し
持
っ
て
い
っ
て
食

べ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

自
宅
出
産
で
の
産
婦
の
話
で
は
、

ミ
ツ
メ
の
ぼ
た
餅
の
味
は
忘
れ
ら
れ

な
い
と
い
い
ま
す
。「
も
う
、
そ
の
お

い
し
か
っ
た
こ
と
っ
た
ら
、
天
に
も

上
る
心
持
ち
っ
て
言
う
の
か
ね
え
。

も
っ
と
欲
し
い
っ
て
、
の
ど
か
ら
手

が
出
そ
う
く
ら
い
だ
っ
た
け
ど
、
産

婦
は
食
べ
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
っ
て
、

姑
さ
ん
に
少
し
し
か
食
べ
さ
せ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
」（
昭
和
三
十
年
出

産
）。
一
方
、「
大
仕
事
が
終
わ
っ
て
、

お
な
か
空
っ
ぽ
。
楽
し
み
に
し
て
い

た
ミ
ツ
メ
の
ぼ
た
餅
、
好
き
な
だ
け

食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
お
い

し
か
っ
た
こ
と
」（
昭
和
十
九
年
出

産
）
と
話
す
人
も
あ
り
ま
す
。

　

ミ
ツ
メ
の
ぼ
た
も
ち
は
、
昭
和
四

十
年
代
か
ら
は
和
菓
子
屋
に
頼
み
、

い
ま
で
は
贈
答
の
範
囲
を
濃
い
親
戚

に
限
っ
て
行
う
家
々
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
嫁
ど
り
に
も
ミ
ツ
メ
の
ぼ

た
餅
を
配
る
習
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

 
▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
８
時　

１０

２９

３０

分
〜
午
後
５
時

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
８
時
ま

１０

２６

で〔
会
場
〕
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１８

民
税
（
第
３
期
分
）、
国
民
健
康
保
険

税
（
第
４
期
分
）、
介
護
保
険
料
（
第

４
期
分
）
は
、　

月　

日
�
ま
で
に

１０

３１

納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課　
　
　
　

 　
　
　
　

　

消
防
・
電
気
設
備
点
検
の
た
め
、

　

月　

日
�
午
前
２
時
か
ら　

日
�

１０

１７

１８

午
前
７
時
ま
で
休
業
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

 　

国
民
年
金
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま

２０

６０

で
の
日
本
に
住
所
を
有
す
る
方
が
加

入
す
る
制
度
で
す
が
、　

歳
で
年
金

６０

受
給
権
を
満
た
し
て
い
な
い
方
や
未

納
期
間
や
未
加
入
期
間
が
あ
り
、
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、　

歳
以
降
に

６０

保
険
年
金
課
へ
申
し
出
る
こ
と
で
、

申
し
出
た
月
か
ら　

歳
到
達
月
の
前

６５

月
ま
で
国
民
年
金
に
任
意
で
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

４０

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

狛
江
駅
北
口
地
下
駐
車
場
の

休
業

国
民
年
金
は　

歳
以
降
で
も

６０

加
入
で
き
ま
す

生
ま
れ
の
方
で
、　

歳
に
お
い
て
年

６５

金
受
給
権
を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
、

　

歳
到
達
月
の
前
月
ま
で
の
間
で
年

７０金
受
給
権
を
満
た
す
ま
で
任
意
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
２
４（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
住
所

を
変
更
し
た
と
き
は
、
転
居
先
の
住

所
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
へ

「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変

更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
各

種
通
知
書
が
届
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
変
更
届
は
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
各
社
会
保
険
事
務
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　
　

歳
以
上　

歳
未
満
で
会
社
な
ど

２０

６０

を
退
職
し
た
方
は
、
国
民
年
金
第
２

号
被
保
険
者
か
ら
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
に
変
わ
る
た
め
、
保
険
年

金
課
で
変
更
（
加
入
）
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
退
職
後
、
厚
生
年
金
保

険
の
被
保
険
者
ま
た
は
共
済
組
合
加

入
員
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
る
方
は
、

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
の
で
、
配
偶
者
の
勤
務
先
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
が
住
所
を
変
更

し
た
と
き
は
手
続
き
が
必
要

で
す

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

は
国
民
年
金
の
手
続
き
を
お

忘
れ
な
く

　

狛
江
市
市
民
功
労
者
の

表
彰
式
を　

月
１
日
�
に

１０

市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
功
労
者
表
彰
は
、

永
年
に
わ
た
り
各
分
野
に

お
い
て
市
民
生
活
の
向
上

の
た
め
特
に
功
労
の
あ
っ

た
方
々
の
功
績
を
た
た
え

る
も
の
で
、
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
前
列
右
か
ら
）

▽
佐
藤
壽
之
さ
ん
（
東
和

泉
一
丁
目
）
保
健
衛
生

▽
林
尾
ア
イ
子
さ
ん
（
西

和
泉
二
丁
目
）
市
の
公
益
（
選
挙
）

▽
上
野
芳
子
さ
ん
（
駒
井
町
二
丁

目
）
市
の
公
益
（
選
挙
）

（
写
真
後
列
右
か
ら
）

▽
若
月
寛
さ
ん（
西
野
川
三
丁
目
）

保
健
衛
生

▽
松
浦
康
文
さ
ん
（
西
野
川
三
丁

目
）
保
健
衛
生

▽
中
村
一
郎
さ
ん
（
元
和
泉
二
丁

目
）
保
健
衛
生

（
写
真
左
上
）

▽
西
山
節
子
さ
ん
（
岩
戸
南
三
丁

目
）
社
会
福
祉

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 
�
第
６
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７
時
か

１０

１６

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�
第
３
回
国
民
保
護
協
議
会

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
６
時　

１０

２４

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

�
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

１６

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁
第
一
本
庁
舎

〔
案
件
〕
東
京
都
市
計
画
用
途
地
域

ほ
か
※
事
前
抽
選
に
よ
り　

人
ま
で

１５

傍
聴
可
。
詳
細
は
都
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.m
etro.toky

o.jp

）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１０

　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復

３１は
が
き
（
１
人
１
通
の
み
有
効
）
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
１
６
３
�
８
０
０
１
新
宿
区
西
新

宿
２
�
８
�
１
東
京
都
都
市
整
備
局

都
市
計
画
課
�（
５
３
８
８
）３
２
２

５
へ
。
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－その　１５３　－

東京都合唱コンクール



広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１０ 月 １５ 日　�

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
か
ら
受
け
た

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
の
融

資
利
子
に
対
し
、
市
で
利
子
補
給
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
対
象
要
件
〕
▽
最
近
１
年
以
上
市

内
で
事
業
を
営
み
、
６
カ
月
以
前
か

ら
狛
江
市
商
工
会
の
経
営
指
導
を
受

け
、
経
営
改
善
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
▽
従
業
員
が
５
人
以
下
の
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
、　

人
以
下
の
製
造
業
・

２０

そ
の
ほ
か
の
企
業
▽
法
人
の
登
記
地

が
狛
江
市
で
あ
る
こ
と
（
個
人
は
狛

江
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と
）

▽
す
で
に
納
期
の
経
過
し
た
市
税
を

完
納
し
て
い
る
こ
と

 　

市
内
の
小
規
模
企
業
者
お
よ
び
農

業
者
に
対
し
、
経
営
に
必
要
な
事
業

資
金
を
融
資
あ
っ
旋
し
ま
す
。

〔
融
資
あ
っ
旋
額
〕
運
転
資
金
４
０

０
万
円
以
内
・
設
備
資
金
５
０
０
万

円
以
内
（
い
ず
れ
か
一
口
）

〔
償
還
期
間
〕
６
カ
月
間
の
据
置
期

間
を
含
め
て
、運
転
資
金
４
年
以
内
・

　

小
口
事
業
資
金

〔
所
在
地
〕
西
野
川
１
�　

�
５

１３

〔
募
集
戸
数
〕
単
身
者
用
１
戸

〔
入
居
待
機
者
の
登
録
〕
４
人
。
次

に
空
室
が
発
生
し
た
場
合
に
、
待
機

者
か
ら
順
番
に
入
居
あ
っ
旋
し
て
い

き
ま
す
。
有
効
期
間
は
、
入
居
待
機

者
と
し
て
決
定
さ
れ
た
日
か
ら
原
則

１
年
で
す
。

〔
申
込
書
配
布
期
間
〕　

月　

日
�

１０

２３

か
ら　

日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を

３１

除
く
）
産
業
生
活
課
で
配
布

〔
申
込
資
格
〕
▽　

月
２
日
現
在
で
、

１１

満　

歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
方

６５
（
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族
が
い
な

い
方
）
▽　

月
２
日
現
在
で
、
市
内

１１

に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
▽
独
立
し
て
日
常
生
活
を
営
め

る
方
▽
持
ち
家
に
居
住
し
て
い
な
い

方
▽
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方
▽
連
帯
保
証
人
が

い
る
方
▽
平
成　

年
中
の
所
得
金
額

１７

が
３
２
１
万
６
�
０
０
０
円
以
内
の

方
▽
共
同
住
宅
の
た
め
、
居
住
ル
ー

ル
を
厳
守
で
き
る
方

※　

月
上
旬
に
予
定
し
て
い
る
都
営

１１
住
宅
募
集
に
つ
い
て
も
、
条
件
を
満

た
す
方
は
、
両
方
に
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
２３

�
か
ら　

月
２
日
�
ま
で
（
土
・
日

１１

曜
日
を
除
く
）
に
、
本
人
が
直
接
産

業
生
活
課
へ
。

　

最
近
子
ど
も
に
関
す
る
凶
悪
な
事

件
や
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
振
り
込
め

詐
欺
」
等
未
成
年
者
や
高
齢
者
を
狙

っ
た
犯
罪
が
急
増
し
て
お
り
、
市
で

は
こ
れ
ら
の
犯
罪
発
生
に
対
し
て
、

平
成　

年
２
月
に
狛
江
市
生
活
安
全

１７

対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
防
犯
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
の
見
守
り
等
安
心

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
て
重
点
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
防
犯
対
策
の
新
規
取

り
組
み
と
し
て
、
国
の
「
安
全
安
心

の
日
」
の
制
定
に
合
わ
せ
、
協
議
会

と
防
犯
協
会
狛
江
支
部
連
合
会
と
の

合
同
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
た
防

犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

〔
日
時
・
会
場
〕　

月　

日
�
午
後

１０

２６

５
時
和
泉
多
摩
川
駅
、
５
時　

分
喜

３０

多
見
駅
、
６
時
狛
江
駅

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

　

市
で
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き

生
産
緑
地
地
区
の
変
更
の
手
続
き
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
東
京
都
と
の
協
議
・

同
意
を
経
て
、
都
市
計
画
変
更
を
行

う
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

告
示
・
施
行
は　

月　

日
�
と
な

１０

２０

り
ま
す
。

　

ま
た
、
変
更
内
容
は
計
画
課
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

設
備
資
金
６
年
以
内

〔
融
資
利
率
〕
２
・
０
％
（
本
人
負

担
１
・
５
％
）

〔
対
象
要
件
〕
�
従
業
員
数
（
常
時

使
用
）
が　

人
以
下
（
商
業
・
サ
ー

２０

ビ
ス
業
は
５
人
以
下
）
の
事
業
者
�

個
人
ま
た
は
法
人
の
代
表
者
が
市
内

に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

こ
と
�
都
内
で
１
年
以
上
同
一
事
業

を
営
ん
で
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法

人
は
市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
し
、

１
年
以
上
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る

こ
と
�
市
税
が
課
税
さ
れ
、
す
で
に

納
期
の
経
過
し
た
市
税
を
完
納
し
て

い
る
こ
と
（
法
人
の
代
表
者
含
む
）

〔
利
子
補
給
補
助
率
〕
融
資
利
子
の

２
分
の
１
（
年
１
・
２
％
を
限
度
）

〔
利
子
補
給
補
助
期
間
〕
１
年
間

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
商
工
会
�
（
３
４
８
９
）
０
１
７

８
へ
。

��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
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��������������
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市
内
の
小
規
模
企
業
者
に
対
し
、

長
期
か
つ
低
利
の
運
転
資
金
を
融
資

あ
っ
旋
し
ま
す
。

〔
融
資
あ
っ
旋
額
〕
７
０
０
万
円
以

内〔
資
金
使
途
〕
運
転
資
金
の
み

〔
償
還
期
間
〕
１
年
間
の
据
置
期
間

を
含
め
て
７
年
以
内

〔
融
資
利
率
〕
２
・
０
％
（
本
人
負

担
１
・
０
％
※
据
置
期
間
中
は
本
人

負
担
な
し
）

〔
対
象
要
件
〕
�
〜
�
は
、
小
口
事

　

景
気
対
策
事
業
特
別
支
援
資
金

業
資
金
と
同
様
�
申
込
時
直
近
３
カ

月
間
ま
た
は
申
込
時
直
近
１
年
間
の

生
産
額
ま
た
は
売
上
高
が
、
前
年
同

期
も
し
く
は
前
々
年
同
期
と
比
較
し

て
減
少
し
て
い
る
こ
と

※
そ
れ
ぞ
れ
の
融
資
あ
っ
旋
決
定
後
、

信
用
保
証
料
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま

す
。

※
現
在
、
狛
江
市
事
業
資
金
融
資
あ

っ
旋
を
償
還
中
の
方
も
、
借
り
換
え

が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������	
��
�����

������������������	
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�����
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�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�

事

業

資

金 

融

資

あ

っ

旋

不
況
対
策
小
企
業
等 

経
営
改
善
資
金

（
マ
ル
ケ
イ
）
利
子 

補

給

補

助

・みずほ銀行　狛江支店
・みずほ銀行　成城支店
・三井住友銀行　喜多見支店
・八千代銀行　和泉多摩川支店
・城南信用金庫　狛江支店

・さわやか信用金庫　多摩川支店
・さわやか信用金庫　喜多見支店
・東京都民銀行　狛江支店
・山梨中央銀行　調布支店
・多摩信用金庫　調布支店
・マインズ農業協同組合　狛江支店

特 定 金 融 機 関 一 覧
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シルバーピアのがわ

市内をパトロールする広報車



�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１０ 月 １５ 日

多摩川
住宅 西河原

公民館

至国領 至仙川

至喜多見

至登戸

狛江駅

和泉多摩川駅

都立狛江高校

バス停

第三中学校

西河原
公園 むいから民家園

●和泉小学校

松原

狛江市役所
●

エコルマ

五本松

多摩川

あいとぴあ
センター

狛
江
三
叉
路

●

●

●

●
●

 
■
妊
婦
歯
科
健
診

〔
日
時
〕　

月　

日
�
受
付
時
間
は

１０

２７

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

１０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 
■
結
核
検
診

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
受
付
時
間
は

１１

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１１

１１

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕　

歳
６５

以
上
の
市
民
〔
内
容
〕
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
※
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕　

月
７
日
�
受
付
時
間
は

１１

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児
（
平
成　
１８

年
５
月
９
日
〜
８
月
８
日
生
ま
れ
）

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診

票
・
髪
の
毛
を
ま
と
め
る
ゴ
ム
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
育
児
学
級

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
受
付
時
間
は

１１

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 
■
国
保
健
康
づ
く
り
相
談
フ
ェ
ア
ー

　

国
保
加
入
者
の
た
め
の
健
康
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
健

康
や
食
事
な
ど
に
関
す
る
相
談
の
ほ

か
、
健
康
測
定
機
器
に
よ
る
骨
密
度

測
定
、
体
脂
肪
率
・
筋
肉
量
測
定
、

動
脈
硬
化
要
因
の
有
無
の
判
定
を
行

い
ま
す
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽　

月　

日
�
・

１０

２３

　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
市

２４役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー
▽　

日
�
午
前

２５

　

時
〜
午
後
２
時
、
あ
い
と
ぴ
あ
セ

１０ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:

//w
w
w
.h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１５

２２

２９

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

１０月２５日（水）���

あいとぴあセンター���

元和泉２�３５�１

４　

階

３  
階

２　

階

１　

階

����� 健康課　�（３４８８）１１８１

��������	�
��
�����������������

���������

新装開店！お気軽に……

午前１０時～午後２時

�������	�������	
������������

�������	�������	
������������

平成18年度 ��������	

���

「聞くということ」
傾聴について
午前１０時～午後１時

������

保育園の栄養士の話とお
やつ作り（要予約）
午後１時～２時

������

（ＡＥＤ講習会）
あなたが救える命
午前１０時３０分・午後１時

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

������

�����

午後零時３０分
～２時

������

高齢者でも安
心して体験が
できます

������

����

身近なところ
から誘惑が…

�������	��

気軽に楽しくイッチ
ニ～♪♪

����

����

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�������

アンケート記入で
粗品をもらおう

�����

����

地域で育てる猫

�������

クイズに答えて
景品をもらおう

������

栄養クイズ・栄養相談・
給食展示・パネル展示

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

������

疑問質問なんで
も相談！

�������

�����

健康度チェック
保健師、管理栄養士による
相談もあります

�������

������

ココロと体をリフレッシュ�
カラーセラピー・リラクゼー
ション・ドイツ式フットケア
など

�
�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�

�����

安いよ！ほっ
とひと息コー
ナーもあるよ

�������

�������

あいとぴあに集う
仲間の作品展です

������

最近検診していま
すか？ブラッシン
グ指導も行います

������

訪問看護ステー
ションでお伺い
します

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

〔
対
象
〕
▽　

歳
以
上
で　

本
以
上
自
分
の
歯

８０

２０

が
あ
る
方
▽
む
し
歯
の
な
い
親
子
※
治
療
済
み

で
あ
れ
ば
対
象

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時　

分
ま
で

３０

横山さん親子
これからも歯磨き頑張
ります

�����

�

�

�

�

�

�

�

�
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広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１０ 月 １５ 日　�

 
■
養
育
家
庭
体
験
発
表
会

　

市
で
は
、
世
田
谷
児
童
相
談
所
と

と
も
に
、
養
育
家
庭
制
度
を
よ
り
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

体
験
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
実
際

に
里
子
を
迎
え
た
経
験
の
あ
る
方
か

ら
体
験
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

１０

３０

分
か
ら
〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

■
「
防
犯
教
室
」
開
校

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１０

２２

３０

分
か
ら
〔
会
場
〕
南
部
地
域
セ
ン
タ

ー
〔
内
容
〕
調
布
署
管
内
の
犯
罪
の

現
状
に
つ
い
て
〔
講
師
〕
調
布
警
察

署
署
員

〔
問
い
合
わ
せ
〕
防
犯
協
会
狛
江
支

部
連
合
会
・
村
田
�
（
３
４
８
０
）

１
７
４
６

■
若
者
の
就
職
を
応
援
し
ま
す

▽
親
が
子
ど
も
の
就
職
を
支
援
す
る

た
め
に　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後

１０

２８

２
時
〜
４
時
〔
対
象
〕
保
護
者
・
若

年
者
就
労
問
題
に
関
心
の
あ
る
方

▽
開
運
！
就
職
活
動
情
報
収
集
術　

〔
日
時
〕　

月
７
日
�
午
後
２
時
〜

１１

４
時
〔
対
象
〕
働
く
こ
と
で
悩
ん
で

い
る
若
い
方
〔
会
場
〕
調
布
市
民
プ

ラ
ザ
あ
く
ろ
す
〔
講
師
〕
大
東
聖
子

さ
ん
（
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
ヤ
ン

グ
コ
ー
ナ
ー
就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）〔
定
員
〕
各
日
先
着　

人
３０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
各
実

施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
調
布
市

産
業
振
興
室
�
０
４
２
（
４
８
１
）

７
１
８
３
へ
。

■
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ

ラ
ス
」
業
務
開
始

　

法
テ
ラ
ス
は
、
総
合
法
律
支
援
法

に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。

法
的
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め
の
情
報

の
無
料
提
供
や
資
力
の
乏
し
い
方
の

た
め
の
無
料
相
談
・
裁
判
費
用
な
ど

の
立
て
替
え
、
犯
罪
被
害
者
の
支
援

な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。
ど
こ
に

相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

と
き
は
、
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

〔
電
話
番
号
〕（
０
５
７
０
） 
０  
７  
８ 

お 

な 

や

 
３  
７  
４ 〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕http://

み 

な 

し

w
w
w
.houterasu.or.jp

〔
問
い
合
わ
せ
〕
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー
東
京
地
方
事
務
所
�
０
５
０

（
３
３
８
３
）
５
３
０
０

  　

市
内
在
住
の
弁
護
士
さ
ん
と
市
が

■
市
民
法
律
講
座
「
裁
判
員
制
度
の

説
明
（
ビ
デ
オ
上
映
・
説
明
会
）」

協
力
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
法
律

知
識
の
向
上
と
問
題
解
決
の
手
助
け

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１０

２８

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
定
員
〕　

人
程
度

５０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

■
寄
せ
植
え
教
室
「
秋
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
ま
で
楽
し
め
る
」

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１０

２６

３０

分
〜
３
時　

分
〔
定
員
〕
先
着　

人

３０

２０

〔
講
師
〕
八
原
ダ
リ
さ
ん
（
園
芸
家
）

〔
持
ち
物
〕
軍
手
・
シ
ャ
ベ
ル
〔
参

加
費
〕
２
�
０
０
０
円
（
材
料
費
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２

１
５
０
へ
。

■
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
糖
尿
病
を
防
ご
う　
〔
日
時
〕　

月
１１

８
日
�
午
前　

時
〜　

時　

分
〔
講

１０

１１

３０

師
〕
片
山
隆
司
さ
ん
（
か
た
や
ま
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▽
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

１６

３０

分
〜
３
時
〔
講
師
〕
佐
藤
ち
よ
み
さ

ん
（
対
人
援
助
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
究

所
所
長
）

▽
体
操
教
室　
〔
日
時
〕　

月　

日
�

１１

３０

午
後
１
時　

分
〜
３
時
〔
講
師
〕
在

３０

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員〔
定
員
〕

各
日
先
着　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
苑
�

（
３
４
８
９
）
２
４
１
７
へ
。

 
■
第　

回
一
中
・
四
中
地
区
合
同
運

１５

動
会

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

２９

１０

午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は　

月
５

１１

日
�
）〔
会
場
〕
緑
野
小
学
校
〔
内

容
〕
パ
ン
食
い
競
争
、
２
人
は
仲
良

し
、
樽
こ
ろ
が
し
な
ど
〔
賞
品
〕
地

元
新
鮮
野
菜
、
菓
子
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（　

日
�
を
除

１９

く
平
日
の
午
前　

時
〜
午
後
４
時
）

１０

 
■
や
さ
き
や
ま
文
庫
「
木
の
実
や
落

ち
葉
で
つ
く
ろ
う
！
」

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時　

１０

２１

１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
第
三
小
学

１１

３０

校
〔
対
象
〕
小
学
生
が
主
な
対
象

（
小
学
校
低
学
年
の
参
加
は
な
る
べ

く
親
子
で
）〔
内
容
〕
木
の
実
や
落
ち

葉
で
人
形
や
車
を
作
り
ま
す〔
協
力
〕

た
ま
川
遊
び
の
会
※
毎
週
土
曜
日
午

前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
一
般
開

１０
放
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

■
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
発
表

会〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
か

１０

２２

１０

ら〔
問
い
合
わ
せ
〕
岩
戸
地
域
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０

■
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
発
表

会〔
日
時
〕　

月
３
日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

午
後
３
時
（
図
書
室
も
午
前　

時
か

１０

ら
開
室
）
※
作
品
展
示
は
２
日
�
午

後
１
時
か
ら
５
時
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
南
部
地
域
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

以　下　は　広　告　枠　で　す

■岩戸地域センター利用者発表会

内　　　　容種　 類

式典（午前１０時から）
祭りばやし・舞踊・カラオケ・着付け・手品・民謡・コ
ーラス

芸能発表会

書道・絵画・手芸染色・岩戸町会環境衛生部・山野草・
折り紙等の実演・フラワーアレンジメント

作 品 展 示

コーヒー・紅茶・菓子・カレーライス・弁当など
軽食・喫茶
コ ー ナ ー

野菜・果物・花の即売会出　　　店

■南部地域センター利用者発表会

内　　　　容種　 類

（午前の部）大正琴・居合道・コーラス・フォークダン
ス・フルート・マンドリンギター

（午後の部）詩吟・詩舞・日本舞踊
芸能発表会

油絵・水彩画・日本刺繍・絵てがみ・書道・折り紙（実
演）

作 品 展 示

カレーライス・飲み物（コーヒー・紅茶）
軽食・喫茶
コ ー ナ ー

焼きそば・地元野菜・食品・せんべい・フランクフルト・
ヨーヨー・廃棄図書無料配布

出　　　店

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	




�
�
�
	

�

�

�

�

�

　

子
育
て
の
手
伝
い
を
お
願
い
し

た
い
方
と
子
育
て
の
手
伝
い
が
で

き
る
方
が
会
員
に
な
り
、
相
互
に

助
け
合
う
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
説
明
会
で
す
。

　

利
用
会
員（
援
助
を
受
け
た
方
）

は
サ
ポ
ー
ト
会
員
（
援
助
を
し
た

方
）
に
お
子
さ
ん
１
人
当
た
り
１

時
間
に
つ
き
７
０
０
円
（
曜
日
、

時
間
に
よ
っ
て
は
８
０
０
円
）
の

謝
礼
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
会
員
希
望
者
は
説
明

会
と
講
習
（
２
日
間
）
の
受
講
が

必
要
で
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時

１０

２８

１０

　

分
〜
正
午

３０〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館

※
２
歳
以
上
の
託
児
を
行
い
ま
す
。

託
児
の
申
し
込
み
は
３
日
前
ま
で
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
�（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火

〜
土
曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６

１０

時
）
へ
。



�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１０ 月 １５ 日

 
�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
▽
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時

　

分
か
ら
▽
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

１５

４５

分
か
ら
▽　

月　

日
�
〔
絵
本
〕
は

１０

２３

ら
ぺ
こ
ピ
エ
ト
リ
ン
・
ま
あ
ち
ゃ
ん

の
な
が
い
か
み
〔
お
は
な
し
〕
こ
ね

こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
▽　

日
�
〔
絵

３０

本
〕
は
ら
だ
ち
ご
ん
べ
〔
お
は
な
し
〕

い
た
ず
ら
う
さ
ぎ

�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕　１０

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

２０

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

た
ま
ご
ね
え
ち
ゃ
ん
〔
紙
し
ば
い
〕

や
さ
い
む
ら
の
う
ん

ど
う
か
い
〔
工
作
〕

く
る
く
る
カ
ー
ド

 
�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
第　

回
い
べ
ん
と
西
河
原
実
行
委

１８

員
会
設
立
〜
第　

回
い
べ
ん
と
西
河

１８

原
（
平
成　

年
２
月　

日
�
・　

日

１９

２４

２５

�
、
３
月
３
日
�
・
４
日
�
実
施
予

定
）
〜　

参
加
希
望
の
団
体
は
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
〔
日
時
〕　

月　

日

１０

２４

�
午
後
７
時
か
ら

■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
教
養
コ
ー
ス

「
西
河
原
公
民
館
郷
土
史
講
座
」
〜

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
狛
江
の
生
活

〜　
〔
日
程
〕
左
表
の
と
お
り
〔
時

間
〕
午
前　

時
〜
正
午
〔
対
象
〕
市

１０

民
〔
定
員
〕　

人
〔
講
師
〕
井
上
孝

２０

さ
ん
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

〔
申
し
込
み
〕　

月　

日
�
午
前
９

１０

１７

時
か
ら

 
■
こ
ま
え
市
民
大
学
異
文
化
講
座

「
シ
ュ
メ
ル
ー
人
類
最
古
の
文
明
」

　
〔
日
時
〕　

月　

日
・　

日
・　

日

１１

１１

１８

２５

の
各
土
曜
日
午
後
２
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕
▽
楔

３０

５０

形
文
字
は
な
ぜ
粘
土
板
に
書
か
れ
た

か
▽
円
筒
印
章
の
話
�
元
祖
は
ん
こ

社
会
▽
シ
ュ
メ
ル
の
学
校
〔
講
師
〕

■西河原カレッジ教養コース
　「西河原公民館郷土史講座」

内　　　容日　程

明治・大正時代の狛江１１月１０日�

昭和初期の狛江１１月１７日�

戦時中の狛江１１月２４日�

戦後の狛江１２月１日�

小
林
登
志
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講

師
）〔
受
講
料
〕
３
回
６
０
０
円
〔
申

し
込
み
〕　

月　

日
�
午
前　

時
か

１０

１８

１０

ら■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
専
門
コ
ー
ス

「
地
域
で
つ
く
る
私
の
暮
ら
し
」
第

２
部
参
加
者
追
加
募
集　
〔
日
程
〕

左
表
の
と
お
り
〔
時
間
〕
午
前　

時
１０

〜
正
午
〔
対
象
〕
市
内
在
住
高
齢
者

〔
募
集
人
数
〕
５
人
程
度
※
事
前
申

込
制

 
■
少
年
少
女
体
験
教
室「
演
劇
体
験
」

　
〔
日
時
〕　

月　

日
・　

日
・　

日
、

１１

１１

１８

２５

　

月
９
日
の
各
土
曜
日
午
後
２
時
〜

１２４
時
〔
対
象
〕
小
学
校
４
年
生
〜
中

学
生
〔
定
員
〕　

人
程
度
〔
講
師
〕

１５

佐
藤
尚
子
さ
ん
（
青
年
劇
場
）〔
持
ち

物
〕
タ
オ
ル
※
動
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
〔
申
し
込
み
〕　
１０

月　

日
�
午
前
９
時
か
ら

１８
■西河原カレッジ専門コース「地域でつくる私の暮らし」

講　　　師内　　　容日　程

堀恒一郎さん
（國學院大學名誉教授）話し合い１１月２日�

岩間正隆さんサークル活動の経験から１１月９日�

狛江市社会福祉協議会
こまえボランティアセンター職員狛江市のボランティア活動状況１１月１６日�

藤原佳典さん
（�東京都老人総合研究所）地域参加で自分を活かす１１月３０日�

堀恒一郎さん
（國學院大學名誉教授）まとめ　話し合い１２月７日�

　

市
で
は
、平
成　

年　

月
に「
狛

１６

１２

江
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
選
定
手
続
き
な

ど
基
本
的
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

現
在
は
４
施
設
に
つ
い
て
指
定
管

理
者
を
指
定
し
、
４
月
か
ら
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
、
和
泉
児

童
館　
〔
指
定
期
間
〕
５
年
〔
指
定

管
理
者
〕
社
会
福
祉
法
人
雲
柱
社

▽
狛
江
市
民
ホ
ー
ル
（
エ
コ
ル
マ

ホ
ー
ル
）　
〔
指
定
期
間
〕３
年〔
指

定
管
理
者
〕
狛
江
市
文
化
振
興
事

業
団

▽
古
民
家
園　
〔
指
定
期
間
〕３
年

〔
指
定
管
理
者
〕
狛
江
市
立
古
民

家
園
運
営
市
民
協
議
会

　

施
設
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理

者
に
委
ね
る
の
か
、
市
が
直
営
で

行
う
か
は
、
個
々
の
施
設
の
性
格

や
事
情
を
踏
ま
え
判
断
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、４
月
に
策
定
し
た「
狛

江
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
�
公
の

施
設
の
管
理
運
営
方
針
編
�
」
の

中
で
、
１
２
９
あ
る
公
の
施
設
を

種
別
ご
と
に
分
類
し
、
管
理
運
営

の
あ
り
方
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

（「
指
定
管
理
者
制
度
と
は
」
は
、

今
回
で
終
了
で
す
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

指
定
管
理
者
制
度
と
は

指
定
管
理
者
制
度
と
は

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� � � � �� � � �
　

介
護
保
険
で
要
支
援
・
要
介

護
度
の
認
定
（
要
支
援
１
〜
要

介
護
５
）
を
受
け
る
と
、
介
護

保
険
制
度
を
利
用
し
て
通
所
介

護
・
介
護
予
防
通
所
介
護
を
利

用
で
き
ま
す
。
通
所
介
護
で
は
、

在
宅
の
要
介
護
者
に
対
し
、
通

所
介
護
施
設
で
、
入
浴
・
排
せ

つ
・
食
事
等
の
日
常
生
活
の
支

援
や
生
活
行
為
向
上
の
た
め
の

支
援
を
日
帰
り
で
行
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
通
所
介
護
で
は
、

在
宅
の
要
支
援
者
に
対
し
、
通

所
介
護
施
設
で
、
日
常
生
活
上

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ほ
か
、

そ
の
人
の
目
標
に
合
わ
せ
た
選

択
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
運

動
器
の
機
能
向
上
（
理
学
療
法

士
な
ど
に
よ
り
ス
ト
レ
ッ
チ
や

有
酸
素
運
動
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
等
）・
栄
養
改
善
（
管
理
栄
養

士
な
ど
に
よ
る
低
栄
養
を
予
防

す
る
た
め
の
食
べ
方
や
食
事
作

り
や
食
材
購
入
方
法
の
指
導
お

よ
び
情
報
提
供
）・
口
腔
機
能
の

向
上
（
歯
科
衛
生
士
や
言
語
聴

覚
士
な
ど
に
よ
る
歯
磨
き
や
義

歯
の
手
入
れ
法
の
指
導
や
摂
食

え
ん
下
機
能
を
向
上
さ
せ
る
訓

練
）
を
提
供
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
契
約
を
し

て
い
る
方
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
、
契
約
を
し
て
い
な
い
方
は
、

お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
あ
い
と
ぴ
あ
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

以　下　は　広　告　枠　で　す

�
和
泉
児
童
館 

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕　

月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

１０

２５

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
幼
児
親

子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し
込
み
〕

３０

　

日
�
か
ら

１６■
映
画
会
「
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
君
」

　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
３
時

１０

２３

か
ら
〔
対
象
〕
小
学
生
（
幼
児
は

保
護
者
同
伴
）

■
高
学
年
デ
イ
キ
ャ
ン
プ　
〔
日

時
〕　

月　

日
�
〔
会
場
〕
東
丹

１１

１８

沢
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
〔
対
象
〕
小

学
校
１
〜
６
年
生
〔
定
員
〕
先
着

　

人
〔
費
用
〕
１
�
５
０
０
円

４０

〔
申
し
込
み
〕　

月　

日
�
〜　

１０

３０

１１

月　

日
�

１６
�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
」

　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
４
時

１０

２５

〜
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
内
容
〕

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
室
内
ホ
ッ
ケ

ー
を
行
い
ま
す
。

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
子
育
て

ス
ト
レ
ス
の
に
が
し
方
」　

〔
日

時
〕　

月
４
日
�
午
前　

時　

分

１１

１０

３０

〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
保

１１

３０

護
者
〔
定
員
〕　

人
※
１
歳
半
か

１５

ら
２
・
３
歳
の
時
期
の
話
で
す
が
、

そ
れ
以
外
の
年
齢
の
方
で
も
ご
参

加
く
だ
さ
い
〔
講
師
〕
中
川
信
子

さ
ん（
言
語
聴
覚
士
）〔
申
し
込
み
〕

　

月　

日
�
か
ら

１０

１６

������������������������������������������������������������������

※広告枠に掲載する広告を募集しています。〔問い合わせ〕情報課



広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１０ 月 １５ 日　�

至登戸駅 至狛江駅

世
田
谷
通
り

和泉多摩川駅

和泉多摩川
第１駐輪場

④ ③

和泉多摩川
第２駐輪場

至狛江駅

一中通り

至喜多見駅
⑤

⑥

喜多見
第２駐輪場

松
葉
通
り

一
の
橋
通
り

電
研
東
通
り
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中和泉１丁目中和泉１丁目中和泉１丁目

元和泉３丁目元和泉３丁目元和泉３丁目

第三中学校第三中学校第三中学校

狛 江 駅狛 江 駅

喜多見駅
喜多見駅

和泉多摩川
駅

和泉多摩川
駅

東和泉４丁目東和泉４丁目東和泉４丁目

東和泉３丁目東和泉３丁目東和泉３丁目

東和泉２丁目東和泉２丁目東和泉２丁目

東和泉１丁目東和泉１丁目東和泉１丁目

猪方３丁目猪方３丁目猪方３丁目

元和泉１丁目元和泉１丁目元和泉１丁目

和泉本町１丁目和泉本町１丁目和泉本町１丁目

東野川１丁目東野川１丁目東野川１丁目

岩戸北４丁目岩戸北４丁目岩戸北４丁目

岩戸北３丁目岩戸北３丁目岩戸北３丁目

岩戸北１丁目岩戸北１丁目岩戸北１丁目

岩戸北２丁目岩戸北２丁目岩戸北２丁目

自転車等保管返還場所
東和泉１－３２

照
）。こ
の
禁
止
区
域
に
放
置
し
て
い

る
自
転
車
は
、
警
告
書
を
張
り
付
け

る
と
同
時
に
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
に
よ
り

撤
去
の
警
告
を
し
、
警
告
に
も
か
か

わ
ら
ず
移
動
し
な
い
自
転
車
は
撤
去

し
ま
す
。
な
お
、
公
共
物
に
チ
ェ
ー

ン
な
ど
で
施
錠
し
て
い
る
も
の
は
、

切
断
し
て
撤
去
し
ま
す
。

　

ま
た
、
禁
止
区
域
外
で
あ
っ
て
も

放
置
自
転
車
に
警
告
書
を
張
り
付
け

て
な
お
１
週
間
以
上
放
置
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
随
時
撤
去
し
ま
す
。

 　

各
駅
高
架
下
の
前
後
に
設
置
さ
れ

た
有
料
自
転
車
駐
輪
場
は
、
１
日
に

５
�
０
０
０
台
の
駐
輪
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
禁
止
区
域
外
に
は
無
料
置
場

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
図
参
照
）。

 　

自
転
車
等
保
管
返
還
場
所
（
図
参

照
）
で　

日
間
保
管
し
ま
す
。
自
転

６０

車
を
引
き
取
る
に
は
、
返
還
手
数
料

有
料
駐
輪
場
と
無
料
置
場

撤
去
し
た
自
転
車
は

�

�
�
�
�
�
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至
狛
江
駅

至
登
戸
駅

世田谷通り

和
泉
多
摩
川
駅

高架下

和泉多摩川
第３置場

和泉多摩川
第２置場

和泉多摩川
自転車置場

多 　
摩 　
川

〒

（
自
転
車
１
台
３
�
０
０
０
円
、
バ

イ
ク
１
台
５
�
０
０
０
円
）
と
鍵
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。　

日
間
の
保
管

６０

期
間
を
過
ぎ
て
も
引
き
取
り
の
な
い

自
転
車
は
、
廃
棄
や
リ
サ
イ
ク
ル
自

転
車
と
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
の
処

分
を
行
い
ま
す
。

　

自
転
車
が
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
ま
し

ょ
う
。
撤
去
さ
れ
る
前
に
盗
難
届
が

出
て
い
な
い
と
、
返
還
手
数
料
は
持

ち
主
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〔
返
還
日
〕
火
・
木
・
土
・
日
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

〔
返
還
時
間
〕
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
 　

自
転
車
は
法
令
に
定
め
る
車
両
で

す
。

　

自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
、
周
囲

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。 自

転
車
の
安
全
利
用

■無料置場

収容台数所　在　地名　　　称

２００台中和泉１－２５中和泉一丁目置場

２５０台東和泉４－９和泉多摩川自転車置場

２６０台元和泉３－５和泉多摩川第２置場

１５０台猪　方４－１和泉多摩川第３置場

エコルマホール

市役所

狛江駅

小田急マルシェ
狛江駐輪場

狛江第２駐輪場 狛江第１駐輪場

② ⑦ ①

至和泉多摩川駅 至喜多見駅

 　

駅
周
辺
お
よ
び
小
田
急
線
側
道
を

含
む
約
２
０
０
�
の
範
囲
の
区
域

（
道
路
）
を
「
自
転
車
等
放
置
禁
止

区
域
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
（
図
参

放
置
禁
止
区
域

松原児童遊園

六郷さくら通り

狛江通り

品川道

中和泉
一丁目置場

むいから
民家園

松
原
通
り

無料置場

有料駐輪場

■有料駐輪場

利　　用　　料
収容台数電　話名　　　称

バイク（原付）自　転　車

〔月極〕２，６００円〔月極〕２，０００円６７３台（３４８８）２２０１狛江第１駐輪場①

〔月極〕２，６００円
〔日預〕　２００円

〔月極〕２，０００円
〔日預〕　１５０円２，１９４台（３４８８）７１８１狛江第２駐輪場②

〔月極〕２，６００円
〔時間貸〕
　１０時間ごと
　　　　　１５０円

〔月極〕２，０００円
〔時間貸〕
　１０時間ごと
　　　　　１００円

６４１台

（３４８８）２２５６

和泉多摩川
第１駐輪場③

�〔月極〕２，０００円１８３台和泉多摩川
第２駐輪場④

〔月極〕２，６００円
〔日預〕　２００円

〔月極〕２，０００円
〔日預〕　１５０円８４３台

（５４３８）４４３３

喜多見第２駐輪場
（狛江寄り）⑤

�
〔月極〕２，０００円
〔日預〕　１５０円２０６台喜多見第２駐輪場

（喜多見寄り）⑥

〔月極〕　　　２，０００円

〔１階時間貸〕６時間ごと１００円
　　　　　　　（２時間まで無料）

〔２階日預〕　１５０円

４７６台（３４８８）２２０１小田急マルシェ
狛江駐輪場⑦

▽
信
号
・
標
識
を
守
っ
て
安
全
に
走

り
ま
し
ょ
う
▽
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
で
は
、
必
ず
止
ま
っ
て
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
▽
自
転
車
で
歩
道
を

通
行
す
る
と
き
は
車
道
寄
り
を
必
ず

徐
行
し
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る

よ
う
な
場
合
は
一
時
停
止
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
▽
暗
く
な
っ
た
ら

早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
▽

２
人
乗
り
や
３
人
乗
り
を
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
▽
飲
酒
時
や
疲
れ

の
激
し
い
と
き
に
乗
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
▽
傘
を
差
し
た
り
、
携
帯

電
話
を
使
用
し
な
が
ら
乗
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
転
倒
事
故
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
子
ど
も
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
ま
し
ょ
う
。
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１０月２２日（日）
　～３１日（火）

放置禁止区域


